
建
設
国
保
の
育
成
強
化
、就
労
環
境
の
改
善
を

｜

11
・
20
中
央
総
決
起
大
会｜

日比谷公園

建
設
労
働
者
・
職
人
の
仕
事
と
暮
し
を
守
り
、
若
者
に
魅
力
の
あ
る

建
設
産
業
を
目
指
し
、
建
設
国
保
の
育
成
強
化
、
就
労
環
境
の
改
善

を
訴
え
る
。
全
国
よ
り
3
、
5
7
0
名
が
結
集
。

地
元
国
会
議
員
へ
要
請
も
行
う
。

来
年
度
予
算
に
お
け
る
建
設

国
保
の
現
行
補
助
水
準
の
確
保

や
、
賃
金
・
単
価
の
引
き
上
げ
、

法
定
福
利
費
の
確
保
、
仲
間
の

仕
事
と
く
ら
し
を
守
る
た
め
の

予
算
要
求
中
央
総
決
起
集
会
が

日
比
谷
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
と
な
っ
た
、
大
音
楽

堂
・
小
音
楽
堂
に
は
、
四
十
九

県
連
・
組
合
、
三
、
五
七
〇
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
建
設

長
崎
か
ら
も
舩
津
委
員
長
、
田

中
副
委
員
長
、
佐
藤
常
務
理
事
、

池
田
事
務
局
長
が
参
加
し
ま
し

た
。冒

頭
、
吉
田
三
男
執
行
委
員

長
は
、「
現
在
国
会
で
は
、
外

国
人
労
働
者
の
新
た
な
受
け
入

れ
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、

建
設
産
業
の
存
続
は
担
い
手
の

確
保
に
か
か
っ
て
お
り
、
国
内

人
材
の
育
成
・
確
保
こ
そ
最
優

先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
賃
金
・
単
価

の
大
幅
引
き
上
げ
と
法
定
福
利

費
の
確
実
な
支
給
が
必
要
で
あ

る
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。勝

野
書
記
長
は
「
国
保
組
合

へ
の
概
算
要
求
額
が
、
現
行
水

準
見
込
め
て
い
る
の
は
、
ハ
ガ

キ
要
請
行
動
の
成
果
で
あ
る
。

大
手
の
企
業
で
は
、
最
高
額
の

利
益
を
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、

現
場
の
職
人
に
は
還
元
さ
れ
て

い
な
い
。
若
者
に
入
っ
て
い
た

だ
け
る
建
設
業
界
に
し
よ

う
。」
と
い
う
基
調
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
に
は
、
地
元
国

会
議
員
に
対
し
、
・
国
民
医
療

へ
の
公
費
助
成
の
拡
大
・
国
庫

補
助
金
の
現
行
制
度
の
堅
持
お

よ
び
補
助
水
準
の
確
保
・
建
設

国
保
の
育
成
、
強
化
、
と
い
っ

た
内
容
の
要
請
書
を
持
っ
て
要

請
し
ま
し
た
。

【
要
請
先
】

【
衆
議
院
議
員
】

西
岡

秀
子
・
加
藤

寛
治

谷
川

弥
一
・
北
村

誠
吾

冨
岡

勉
氏

【
参
議
院
議
員
】

古
賀
友
一
郎
・
金
子
源
二
郎

【
要
請
書
】

建
設
国
保
の
育
成
・
強
化
を
求

め
る
要
請
書

一
、
国
民
負
担
の
増
大
に
考
慮
し
、

国
民
医
療
へ
の
公
費
助
成
を

拡
充
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
二
〇
一
九
年
度
の
国
保
組
合

へ
の
国
庫
補
助
は
、
自
然
増

を
含
む
医
療
費
の
伸
び
を
勘

案
し
て
、
現
行
制
度
の
堅
持

お
よ
び
補
助
水
準
を
確
保
し

て
く
だ
さ
い
。

三
、
国
民
健
康
保
険
の
運
営
の
主

体
は
、
今
後
と
も
公
営
国
保

と
国
保
組
合
と
し
、
建
設
国

保
を
育
成
・
強
化
し
て
く
だ

さ
い
。長

崎
市
長
要
請
行
動

11
・
7

仕
事
確
保
・
賃
金
改
善
を
求
め
、市
長
へ
要
望
書
手
渡
す

十
一
月
七
日
、
長
崎
市
役
所

に
お
い
て
、
舩
津
執
行
委
員
長
、

北
村
協
会
長
他
十
五
名
出
席
の

下
、
長
崎
市
に
対
し
「
中
小
建

設
業
者
・
職
人
の
仕
事
と
暮
ら

し
の
改
善
」
に
関
し
て
、
①
中

小
建
設
業
へ
の
工
事
発
注
に
関

す
る
要
請
②
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
に
見
合
う
賃
金
の
支
払

い
に
関
す
る
要
請
③
工
事
発
注

に
お
け
る
適
正
単
価
の
設
定
に

関
す
る
要
請
④
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
助
成
の
要
請
の
四
項
目

に
つ
い
て
要
望
。

野
口
、
池
田
両
市
議
も
同
席

し
、
市
側
に
協
力
す
る
よ
う
力

強
く
訴
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

北
村
会
長
か
ら
田
上
市
長
に

要
望
書
を
提
出
。
舩
津
執
行
委

員
長
が
要
請
内
容
の
趣
旨
を
説

明
し
、
現
場
で
働
く
中
小
建
設

事
業
者
へ
の
配
慮
を
要
望
し
た
。

田
上
市
長
は
挨
拶
の
中
で
、

「
市
で
は
昨
年
十
月
か
ら
四
つ

の
総
合
事
務
所
と
二
〇
の
地
域

セ
ン
タ
ー
を
設
け
、
総
合
事
務

所
管
内
で
の
地
区
別
入
札
発
注

を
本
年
四
月
か
ら
開
始
し
た
。

ま
た
、
最
低
制
限
価
格
率
の
設

定
方
法
の
変
更
な
ど
入
札
制
度

全
体
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
し

て
い
る
。
今
後
も
適
正
な
入
札

制
度
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
き

た
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

続
け
て
、
各
担
当
者
か
ら
要

望
内
容
に
対
し
て
回
答
。

工
事
発
注
に
つ
い
て
は
「
市

内
業
者
に
優
先
発
注
し
、
可
能

な
も
の
に
関
し
て
は
分
離
・
分

割
発
注
を
行
っ
て
い
る
。
平
準

化
も
早
期
発
注
や
債
務
負
担
の

活
用
を
担
当
部
局
に
促
し
て
い

る
」
と
回
答
。

工
事
発
注
に
お
け
る
最
低
制

限
価
格
の
引
上
げ
で
は
「
国
な

ど
の
平
均
落
札
率
と
同
水
準
と

な
る
よ
う
引
き
上
げ
、
予
定
価

格
の
八
九
％
〜
九
一
％
ま
で
と

し
て
い
る
。
今
後
も
国
の
動
向

等
を
見
極
め
な
が
ら
適
正
な
単

価
、
最
低
制
限
価
格
の
設
定
に

努
め
て
い
く
」
と
し
た
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
助
成

に
関
し
て
は
「
住
環
境
の
改
善

と
若
年
技
能
者
の
育
成
な
ど
を

目
的
と
し
て
お
り
、
今
後
も
継

続
し
て
い
き
た
い
」
と
し
た
上

で
「
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
県
に
対
し
て
も
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
く
」
と
回
答
。

最
後
に
北
村
会
長
が
、
年
間

を
通
し
た
平
均
的
な
発
注
と
現

場
で
働
く
者
の
賃
金
に
つ
い
て

再
度
要
望
し
、
終
了
し
ま
し
た
。

県
北
地
区
労
働
安
全
推
進
大
会

安
全
・
安
心
な
現
場
へ
〜
労
働
災
害
撲
滅
を
誓
う
〜

十
一
月
九
日
㈮
佐
世
保
市
労

働
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
県

北
地
区
の
労
働
安
全
推
進
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、「
長
崎
・
県

央
地
区
」
と
「
県
北
地
区
」
が

交
互
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今

年
は
県
北
五
支
部
を
対
象
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

寺
田
副
委
員
長
の
挨
拶
に
始

ま
り
、
労
災
事
故
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
に
黙
と
う
を
捧
げ
、
主

催
者
を
代
表
し
て
の
あ
い
さ
つ

で
、
舩
津
執
行
委
員
長
が
「
長

崎
労
働
局
で
は
第
十
三
次
労
働

災
害
防
止
計
画
が
出
さ
れ
て
お

り
、
事
故
件
数
・
死
傷
者
件
数

を
具
体
的
な
目
標
値
を
設
定
し

て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
建
設

長
崎
で
も
現
場
の
安
全
・
安
心

づ
く
り
の
た
め
更
に
安
全
対
策

に
取
り
組
む
、
皆
様
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
、
事
故
の

撲
滅
を
改
め
て
訴
え
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
佐
世
保
労
働
基

準
監
督
署
の
安
全
衛
生
課
長

銀
杏
田
氏
よ
り
「
建
設
業
の
労

働
災
害
防
止
対
策
等
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
高
所
か
ら
の
転

落
事
故
が
命
に
か
か
わ
る
重
大

事
故
に
つ
な
が
る
な
ど
の
事
例

を
示
し
な
が
ら
、
特
に
足
場
・

脚
立
並
び
に
建
設
機
械
に
つ
い

て
の
事
故
防
止
策
の
説
明
。
ま

た
、
安
全
帯
の
改
正
事
項
に
つ

い
て
詳
し
い
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。各

支
部
よ
り
推
薦
さ
れ
た
五

名
に
対
す
る
安
全
功
労
者
の
表

彰
で
は
、
舩
津
委
員
長
よ
り
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
次

に
、
安
全
の
誓
い
が
小
林
支
部

長
（
佐
世
保
北
）
よ
り
宣
言
さ

れ
、
参
加
者
全
員
の
拍
手
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
田
上

副
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
で
閉
会

と
な
り
、
現
場
で
の
労
働
災
害

撲
滅
を
改
め
て
認
識
す
る
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

【
労
働
安
全
功
労
賞
】
敬
称
略

眞
弓
畳
店

眞
弓

達
夫
（
佐
世
保
中
央
）

㈲
駄
道
塗
装

駄
道

春
美
（
佐
世
保
東
）

長
嶺
建
築

長
嶺

博
志
（
佐
世
保
北
）

福
田
工
務
店

福
田

敏
幸
（
北
松
）

松
山
建
設

松
山

矢
市
（
平
戸
）
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【年末年始のお知らせ】
仕事納め 12月28日（金）
仕事始め 1月5日（土）
年末の事務処理は12月27日㈭まで
新年の通常業務は1月7日㈪より
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長崎市長へ要望書を手渡す北村会長
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諫
早
支
部

〜
初
と
な
る
事
務
所
開
催
〜

中
央
支
部

〜
奉
仕
活
動
で
組
合
を
ア
ピ
ー
ル
〜

佐
世
保
東
支
部

〜
２
会
場
開
催
で
、
地
域
に
貢
献
〜

十
一
月
十

一
日
㈰
、
今

回
初
め
て
諫

早
支
部
事
務

所
で
住
宅

デ
ー
を
開
催

し
包
丁
研
ぎ

を
行
い
ま
し

た
。今

年
は
従

来
開
催
の
森

山
よ
ら
ん
ね

祭
り
と
運
動

会
の
予
備
日

が
重
複
し
た

の
で
一
週
ス

ラ
イ
ド
し
て

の
開
催
と
な
り
、
色
々
と
手
探

り
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、

当
日
は
飛
び
入
り
で
森
山
町
の

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
作
家
の

嶋
田
克
海
さ
ん
に
ご
協
力
を
頂

き
、
梟
、
熊
、
猿
、
猪
、
犬
な

ど
多
彩
な
作
品
の
展
示
や
、
丸

太
を
彫
刻
す
る
北
米
発
の
木
工

芸
彫
刻
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
披
露
し
て
頂
き
、
見

事
な
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
扱
い
に
よ

り
三
十
分
ほ
ど
で
作
品
を
作
っ

て
頂
く
な
ど
会
場
を
盛
り
上
げ

て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
も
主
婦
会
の
方

に
多
数
ご
協
力
を
頂
き
、
お
に

ぎ
り
や
豚
汁
等
の
手
料
理
を
振

る
舞
っ
て
頂
き
、
終
了
後
の
労

を
ね
ぎ
ら
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

最
後
に
今
回
の
反
省
点
と
し
て
、

今
後
の
宣
伝
方
法
に
つ
い
て
の

課
題
が
残
っ
た
住
宅
デ
ー
で
し

た
。

〜
も
の
づ
く
り
の
面
白
さ
を
子
供
達
に
ア
ピ
ー
ル
〜

長
崎
県
の
技
の
祭
典
「
技
能

ま
つ
り
2
0
1
8
」
が
十
一

月
十
一
日
長
崎
市
浜
町
ベ
ル

ナ
ー
ド
観
光
通
り
開
催
さ
れ
、

県
内
の
技
能
士
会
団
体
や
工
業

高
校
、
大
学
の
グ
ル
ー
プ
な
ど

十
五
の
団
体
が
出
展
し
、
も
の

づ
く
り
の
楽
し
さ
・
面
白
さ
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

近
年
、
若
者
の
も
の
づ
く
り

離
れ
が
見
ら
れ
る
中
、
技
能
の

継
承
や
後
継
者
育
成
、
さ
ら
に

は
若
年
者
が
技
能
を
身
近
に
体

験
す
る
こ
と
で
「
も
の
づ
く

り
」
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。建

設
長
崎
か
ら
は
、
長
崎
技

能
士
会
と
し
て
参
加
。
市
内
支

部
よ
り
八
名
の
組
合
員
さ
ん
に

ご
協
力
頂
き
、
例
年
、
予
約
殺

到
の
「
万
能
腰
掛
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
参
加
し
た
子
供
達
は
、

組
合
員
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
の

も
と
、
金
槌
や
イ
ン
パ
ク
ト
ド

ラ
イ
バ
ー
を
使
っ
て
、
頑
張
っ

て
技
能
体
験
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
今
年
も
大
好
評
で
、
多
く

の
幼
児
・
小
学
生
に
体
験
し
て

頂
き
、
腰
掛
四
五
組
を
作
成
し

ま
し
た
。

長
崎
技
能
士
会
の
北
村
会
長

は
、
後
継
者
不
足
の
現
状
を
踏

ま
え
、「
子
供
達
の
遊
び
心
が

育
ち
、
も
の
づ
く
り
の
面
白
さ

に
目
覚
め
る
機
会
と
な
っ
て
ほ

し
い
。
最
近
は
女
性
の
大
工
も

増
え
て
き
て
い
る
。
力
仕
事
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
が
、
機

械
も
進
化
し
て
い
る
の
で
、
是

非
、
女
性
の
入
職
も
期
待
し
た

い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

《
参
加
者
》

（
敬
称
略
）

木
下

忠
明

中
村

太
司

後
田

博
幸

山
崎

貞
博

上
町

三
男

髙
谷

義
信

樋
口

義
雄

田
崎

義
光

石
丸

久

曽
根

豊
次

辻

継
則

前
田

稔

森
崎

晴
茂

佐
藤

茂
幸

森
田

友
喜

坂
本

妙
子

髙
谷
テ
ル
子

酒
井

智
子

辻

百
合
子

木
下
美
那
子

田
崎
多
美
子

石
丸

順
子

前
田

一
恵

渡
辺
智
恵
子

上
町

和
子

山
口
佳
代
子

村
上

敏
子

澄
み
渡
る
秋
空
が
広
が
る
十

一
月
三
日
㈯
文
化
の
日
、
中
央

支
部
茂
木
分
会
で
は
、「
第
十

八
回
茂
木
地
区
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
」
に
協
賛
し
、
無
料
奉
仕
活

動
と
し
て
の
住
宅
デ
ー
を
開
催
。

組
合
員
・

主
婦
会
二

十
四
名
の

方
が
参
加

し
、
包
丁

研
ぎ
・
ま

な
板
削

り
・
木
工

販
売
を
行

い
ま
し
た
。

十
時
開

会
の
ま
つ

り
に
向
け
、

九
時
前
に

は
会
場
と

な
る
茂
木

港
タ
ー
ミ

ナ
ル
駐
車
場
へ
集
合
し
ま
し
た

が
、
包
丁
や
ま
な
板
を
持
っ
た

方
々
が
「
早
く
受
付
し
て
」
と

ば
か
り
に
既
に
並
ん
で
待
っ
て

お
り
、
慌
た
だ
し
く
準
備
を
済

ま
せ
て
早
速
受
付
開
始
。
す
る

と
続
々
と
お
客
さ
ん
が
来
場
し
、

み
る
み
る
長
蛇
の
列
が
。
途
切

れ
る
こ
と
の
無
い
お
客
さ
ん
に
、

ま
つ
り
開
始
の
十
時
の
段
階
で

来
場
者
は
百
名
を
超
え
、
受
付

も
研
ぎ
手
も
ま
な
板
削
り
も
大

忙
し
で
す
。
皆
さ
ん
休
む
間
も

な
く
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す

が
、
受
け
付
け
た
包
丁
が
ど
ん

ど
ん
並
ん
で
い
き
ま
す
。

今
年
は
い
つ
も
に
比
べ
る
と

お
客
さ
ん
の
出
足
が
早
か
っ
た

よ
う
で
、
十
一
時
を
過
ぎ
た
あ

た
り
か
ら
は
落
着
き
だ
し
、
受

付
は
一
息
つ
け
る
状
態
に
な
っ

て
き
ま
し
が
、
研
ぎ
手
の
組
合

員
さ
ん
た
ち
は
、
港
町
な
ら
で

は
の
分
厚
く
手
強
い
出
刃
包
丁

を
相
手
に
休
憩
な
し
で
黙
々
と

頑
張
り
ま
す
。

昼
ご
ろ
に
な
る
と
あ
ら
か
た

包
丁
も
研
ぎ
終
わ
り
、
分
会
の

方
々
が
準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た

お
昼
ご
飯
や
豚
汁
な
ど
を
頂
き
、

午
前
中
の
疲
れ
を
癒
し
英
気
を

養
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
和

太
鼓
・
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
エ
イ

サ
ー
、
中
国
変
面
シ
ョ
ー
な
ど

が
催
さ
れ
、
長
崎
女
子
高
の
龍

踊
り
も
や
っ
て
く
る
な
ど
賑
い

を
見
せ
て
お
り
、
午
前
中
と
は

一
転
し
て
お
客
さ
ん
も
ま
ば
ら

に
な
り
、
暇
に
な
っ
た
の
か
皆

さ
ん
方
は
交
代
で
ま
つ
り
を
見

に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
日
向
に
い
る
と
汗
ば

む
く
ら
い
暖
か
く
絶
好
の
天
気

に
恵
ま
れ
、
来
場
者
は
昨
年
よ

り
は
若
干
少
な
か
っ
た
よ
う
で

す
が
、
地
域
に
密
着
し
た
住
宅

デ
ー
と
し
て
建
設
長
崎
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

佐
世
保
東
支
部
で
は
、
十
一

月
十
一
日
㈰
に
「
わ
く
わ
く
ふ

れ
あ
い
市
」
で
、
十
八
日
㈰
に

「
ど
ろ
ん
こ
の
里
」
に
て
、
そ

れ
ぞ
れ
住
宅
デ
ー
を
行
い
ま
し

た
。わ

く
わ
く
ふ
れ
あ
い
市
で
の

開
催
は
今
回
で
六
年
連
続
と
な

り
、
近
隣
住
民
の
方
は
も
ち
ろ

ん
、
遠
方
か
ら
来
ら
れ
て
い
た

方
も
い
ま
し
た
。
当
日
は
肌
寒

い
中
、
受
付
時
間
よ
り
前
に
並

ん
で
い
た
方
も
お
ら
れ
、
急
い

で
準
備
を
行
い
、
予
定
よ
り
早

く
作
業
を
始
め
ま
し
た
。

会
場
は
直
売
所
の
駐
車
場
を

お
借
り
し
て
お
り
、
買
い
物
終

わ
り
に
何
を
し
て
い
る
の
か
見

て
い
た
方
が
、
急
い
で
自
宅
に

包
丁
を
取
り
に
帰
る
光
景
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

休
む
暇
が
な
い
ほ
ど
包
丁
を

一
生
懸
命
に
研
い
で
い
た
だ
い

た
組
合
員
の
方
々
に
、
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

波
佐
見
の
直
売
所
「
ど
ろ
ん

こ
の
里
」
で
の
開
催
は
、
今
回

で
三
年
連
続
に
な
り
ま
し
た
。

波
佐
見
町
で
の
開
催
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
波
佐
見
分
会
の
方

を
中
心
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

当
日
は
、
近
く
で
「
は
さ
み

農
業
ま
つ
り
」
も
開
催
し
て
お

り
、
お
客
様
が
た
く
さ
ん
来
ら

れ
て
い
た
た
め
、
包
丁
の
本
数

も
過
去
二
回
を
超
え
る
数
で
し

た
。
次
の
開
催
で
も
、
今
回
以

上
に
た
く
さ
ん
の
方
に
来
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

今
年
の
住
宅
デ
ー
は
、
二
日

間
合
計
し
て
百
九
十
六
名
を
受

付
し
、
包
丁
を
三
百
九
十
一
本

研
ぎ
上
げ
ま
し
た
。
来
年
以
降

も
続
け
て
い
き
、
組
合
員
と
地

域
の
方
と
の
交
流
を
深
め
て
行

き
た
い
で
す
。

住
宅
デ
ー
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
様
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。

《
参
加
者
》

（
敬
称
略
）

太
田

俊
一

太
田

寿
俊

山
口

龍
志

山
口
大
志
郎

山
口

賢
龍

大
平

高
好

本
多

常
秋

馬
渡

鉄
洋

福
田

修

田
森

勝

坂
口

忠
義

石
橋

廣
喜

山
下

廣
造

大
石

直

馬
場

秀
行

下
峰

憲
人

山
﨑

増
雄

中
橋

妥

田
上

義
高

太
田

昌
子

山
口
美
佐
江

馬
場
ヒ
ロ
子

新
井
田
圭
子

太
田

麻
美

《
参
加
者
》

（
敬
称
略
）

十
一
月
十
一
日

茅
原
喜
志
男

長
島

則
行

小
谷

守

丸
田

勉

迎

政
博

佐
古
嘉
津
之

枝
折

春
紀

浦

福
未

浦

勝
実

浦

輝
久

駄
道

春
美

森

榮
三
郎

松
延

貴
男

城
戸

行
誠

柳

光
輝

丸
田

政
洋

十
一
月
十
八
日

長
島

則
行

小
谷

守

迎

稔

大
庭

真
八

丸
田

勉

田
中

光
輝

真
木

洋
和

倉
富

辰
美

佐
古
嘉
津
之

安
藤

清

山
崎

洋
一

松
延

貴
男

城
戸

行
誠

迎

良
則

田
川

博
則

田
中

和
樹

茅
原

喜
人

川
端

昭
吾

深
見

喬
太

三
根

康
恵

▲支部事務所にて

▲茂木地区ふれあい祭り

技の祭展
技能まつり２０１８
技の祭展
技能まつり２０１８

▲万能腰掛けづくりに挑戦

▲わくわくふれあい市会場

▲どろんこの里会場
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琴
海
分
会

時
津
連
合
分
会

長
与
連
合
分
会

島
原
支
部

島
原
支
部
主
婦
会

西
彼
支
部
各
分
会
住
宅
デ
ー

〜
一
心
不
乱
に
砥
ぎ
あ
げ
、
地
域
へ
貢
献
〜

〜
全
体
三
七
四
本

砥
ぎ
上
げ
る
〜

西
彼
支
部
・
琴
海
分
会
で
は
、

去
る
八
月
十
九
日
㈰
に
Ｊ
Ａ
長

崎
せ
い
ひ
の
各
三
ヵ
所
（
村
松

営
業
所
・
琴
海
支
店
・
形
上
出

張
所
跡
地
）
で
住
宅
デ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
同
様
に
琴
海
町
内

放
送
で
開
催
告
知
の
ア
ナ
ウ
ン

ス
を
行
い
、
包
丁
三
三
〇
本
、

カ
マ
・
ナ
タ
・
ハ
サ
ミ
四
四
本

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
例
年
と

同
じ
く
ら
い
の
本
数
で
し
た
が
、

琴
海
支
店
で
の
砥
ぎ
手
が
少
な

く
、
形
上
主
張
所
跡
地
側
の
方

か
ら
応
援
に
行
っ
て
も
ら
う
な

ど
、
お
互
い
協
力
し
あ
い
、
お

陰
様
で
無
事
に
終
了
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当

に
お
疲
れ
様
で
し
た
。（

徳
永
）

〜
一
〇
九
本
の
包
丁
を

チ
ェ
ッ
ク
〜

西
彼
支
部
・
時
津
連
合
分
会

で
は
、
去
る
九
月
二
日
㈰
に
時

津
町
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
公

園
で
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。日

頃
か
ら
の
組
合
員
に
よ
る

お
客
さ
ん
へ
の
口
コ
ミ
や
九
月

第
一
日
曜
に
開
催
す
る
と
い
う

こ
と
が
定
着
し
て
お
り
、
全
部

で
一
〇
九
本
の
包
丁
を
検
査

員
・
松
本
文
男
さ
ん
の
厳
し
い

チ
ェ
ッ
ク
に
合
格
し
、
お
客
さ

ん
に
お
返
し
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

住
宅
デ
ー
終
了
後
は
、
恒
例

の
慰
労
会
を
行
っ
て
お
り
、
今

回
初
め
て
海
鮮
う
ま
い
も
ん
屋

て
っ
ぺ
ん
で
開
催
を
し
ま
し
た
。

沢
山
の
ご
馳
走
が
あ
り
、
美
味

し
く
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
来
年
も
皆
で
頑
張
っ
て

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
中
尾
）

〜
大
き
な
鎌
を

砥
ぎ
上
げ
る
〜

西
彼
支
部
・
長
与
連
合
分
会

で
は
、
去
る
九
月
九
日
㈰
、
長

与
み
か
ん
撰
果
場
で
住
宅
デ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

農
業
を
さ
れ
て
る
方
が
多
い

土
地
柄
、
包
丁
だ
け
で
は
な
く

ナ
タ
や
ハ
サ
ミ
も
例
年
多
く
見

か
け
ま
す
が
、
今
年
は
大
き
な

鎌
を
持
っ
て
来
ら
れ
た
方
が
お

り
、
心
の
中
で
大
変
驚
き
ま
し

た
が
一
心
不
乱
に
砥
ぎ
上
げ
ま

し
た
。

住
宅
デ
ー
終
了
後
は
、
長
与

町
ペ
ー
ロ
ン
大
会
時
の
お
礼
も

兼
ね
て
料
亭
の
う
ら
川
で
慰
労

会
を
行
い
ま
し
た
。
早
く
も
新

年
会
何
処
で
す
る
？
と
か
支
部

旅
行
は
何
処
か
な
ぁ
？
と
い
っ

た
話
題
で
花
が
咲
き
、
2
次

会
・
3
次
会
と
続
い
て
い
き
ま

し
た
。

（
脇
川
）

《
参
加
者
》

（
敬
称
略
）

徳
永

八
郎

道
平

政
文

岸
川
久
美
男

森

進

井
手

吉
一

浦

勝
彦

岑
山

義
徳

西
山

恒
顕

松
山

義
廣

今
里

正
吉

岩
下

孟

角
﨑

豊

小
山

哲
男

太
田

正
利

小
野
田
国
夫

吉
田

隆

山
中

茂

相
川

守

廣
瀬

茂
樹

相
川

雅
彦

松
尾

孝

前
尾

辰
美

相
川

哲
男

相
川

一
吉

北
村

政
和

岩
崎
喜
三
郎

井
手

一
男

川
原

昭
彦

中
尾

豊

舩
津

栄
市

田
上

一
郎

《
参
加
者
》

（
敬
称
略
）

浦
馬
場
幾
男

中
尾

豊

井
手

保

髙
木
栄
八
郎

川
久
保
博
幸

川
林

満

松
本

文
男

濱
本

勝
之

松
野

春
男

林
田

浩
治

山
口

俊
一

中
村

正
博

田
口

繁
美

脇
川

雅
隆

岩
崎
喜
三
郎

古
藤

明
義

岩
永

亀
雄

嶋
本

清
孝

堀
口

留
喜

山
中

茂

濱
本

久
枝

舩
津

栄
市

石
田

哲
雄

《
参
加
者
》

（
敬
称
略
）

岩
崎
喜
三
郎

脇
川

雅
隆

古
藤

明
義

山
口

政
好

岩
永

亀
雄

石
川

明
文

溝
上

智
志

脇
川

大
奨

岩
木

信
義

毎
熊

明
夫

嶋
本

清
孝

佐
舗

洋

小
串

民
雄

濵
本

孝
博

井
手

保

中
尾

豊

中
村

秀
徳

山
中

茂

宮
城

忍

松
川

博
幸

松
林

敏

田
中

淳
彦

岡
﨑
ア
イ
子

石
川

香

松
川
由
美
子

田
上

一
郎

Ｇ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ

ま
ち
づ
く
り
・
住
ま
い
づ
く
り
フ
ェ
ア

〜
木
工
教
室
と
包
丁
研
ぎ
を
実
施
〜

十
一
月
十
一
日
㈰
、
澄
み
渡

る
秋
空
の
下
、
島
原
市
平
成
町

が
ま
だ
す
ド
ー
ム
に
て
「
第
二

十
五
回
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
ま
ち

づ
く
り
・
住
ま
い
づ
く
り
フ
ェ

ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
二
年
ぶ
り
の
住
宅

フ
ェ
ア
と
な
り
ま
し
た
が
、
隣

接
す
る
会
場
で
「
島
原
半
島
ジ

オ
・
マ
ル
シ
ェ
」
と
い
う
島
原

半
島
の
食
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
お
か
げ
で
多
く
の
人
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

島
原
支
部
は
毎
年
木
工
教
室

を
出
展
し
て
お
り
、
す
の
こ
作

り
を
行
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、

今
回
の
住
宅

フ
ェ
ア
は
多
く

の
来
場
者
が
予

想
さ
れ
た
為
、

建
設
長
崎
を
ア

ピ
ー
ル
す
る

チ
ャ
ン
ス
と
考

え
、
数
年
ぶ
り

に
包
丁
研
ぎ
を

実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

他
支
部
の
諸

先
輩
方
か
ら
包

丁
研
ぎ
の
要
領

を
教
わ
り
、
受

付
〜
作
業
〜
引
渡
し
ま
で
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い
、
準

備
万
端
で
挑
み
ま
し
た
。
し
か

し
、
事
前
の
宣
伝
不
足
が
仇
と

な
り
、
残
念
な
が
ら
客
足
は
伸

び
ず
、
課
題
が
残
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
木
工

教
室
は
大
盛
況
で
、
す
の
こ
は

完
売
し
ま
し
た
。

今
回
の
反
省
を
踏
ま
え
、
次

回
以
降
は
も
っ
と
多
く
の
方
に

来
て
頂
け
る
よ
う
、
広
告
宣
伝

に
も
力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま

す
。住

宅
フ
ェ
ア
全
体
と
し
て
は

例
年
よ
り
客
足
も
多
く
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
上

が
っ
て
お
り
、
活
気
に
溢
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
イ
ベ

ン
ト
の
抽
選
会
で
は
、
山
田
支

部
長
が
新
米
を
手
に
入
れ
ら
れ
、

ご
満
悦
の
様
子
で
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

朝
か
ら
夕
方
ま
で
長
時
間
ご

協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
方
、
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
講
習
会

〜
自
分
だ
け
の
一
品
を
作
成
〜

十
一
月
九
日
㈮
十
四
時
〜
講

師
を
招
き
、
主
婦
会
八
名
の
参

加
で
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
講
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

材
料
は
す
べ
て
百
均
で
調
達
。

①
正
方
形
の
ボ
ッ
ク
ス
の
大
き

さ
に
合
わ
せ
て
オ
ア
シ
ス
を
切

り
敷
き
詰
め
て
い
き
ま
す
。

②
メ
イ
ン
に
な
る
大
き
め
の
花

を
三
個
選
び
茎
を
三
セ
ン
チ
位

の
所
で
斜
め
に
切
り

（
ど
の
花
も
同
じ
よ

う
に
茎
を
切
り
ま

す
）
ボ
ッ
ク
ス
に
斜

め
又
は
、
端
に
三
角

形
を
意
識
し
て
挿
し

中
心
を
決
め
ま
す
。

③
中
サ
イ
ズ
の
花
を

サ
ブ
と
し
メ
イ
ン
の

花
の
周
り
に
対
角
線

上
に
挿
し
ま
す
。

④
小
花
を
脇
役
と
し
て
同
じ
色

が
隣
合
わ
せ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
挿
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
最
後
に
、
グ
リ
ー
ン
や
木
の

実
で
隙
間
を
埋
め
れ
ば
淡
い
花

の
色
が
締
ま
っ
て
よ
り
豪
華
に

見
え
て
き
ま
す
。

オ
ア
シ
ス
で
す
か
ら
、
何
度

で
も
挿
し
直
し
が
出
来
ま
す
の

で
講
師
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き

な
が
ら
、
自
分
だ
け
の
一
品
が

約
一
時
間
程
で
完
成
し
ま
し
た
。

終
了
後
は
お
茶
や
お
菓
子
を

頂
き
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

主
婦
会
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
。

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

保
険
証
更
新
に
お
け
る

大
切
な
お
知
ら
せ

【
扶
養
認
定
に
は
証
明
書
類
が
必
要
】

長
建
国
保
に
加
入
す
る
家
族

（
被
保
険
者
）
の
方
の
加
入
要

件
は
、
組
合
員
の
収
入
に
よ
り

そ
の
世
帯
に
属
す
る
ご
家
族
の

生
計
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
資
格
取
得
時
や
年

に
一
度
の
保
険
証
の
更
新
の
際
、

ご
家
族
の
現
況
、
並
び
に
収
入

の
有
無
等
に
つ
き
ま
し
て
証
明

書
類
に
よ
り
資
格
の
確
認
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

昨
今
、
毎
年
三
月
の
保
険
証

の
更
新
の
際
、
現
況
無
収
入
と

し
て
ご
申
告
い
た
だ
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
一
定
以
上
の
収
入

が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
ケ
ー

ス
や
、
証
明
書
類
の
提
出
を
お

約
束
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
履

行
い
た
だ
け
な
い
ケ
ー
ス
が
一

部
に
見
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
扶

養
の
認
定
に
支
障
等
が
生
じ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
が
あ
り
ま

す
の
で
、
適
正
な
資
格
認
定
を

実
施
す
る
に
あ
た
り
、
保
険
証

の
更
新
の
際
に
は
、ご
家
族（
高

校
生
以
下
の
方
は
除
く
）
に
係

る
所
定
の
証
明
書
類
を
必
ず
ご

提
出
下
さ
い
。
尚
、
更
新
時
に

所
定
の
証
明
書
類
を
提
出
さ
れ

な
い
場
合
は
、
ご
家
族
の
現
況

確
認
等
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
保

険
証
の
更
新
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
組
合
員
世
帯
の

皆
様
に
は
被
保
険
者
の
資
格
の

確
認
に
際
し
ご
理
解
並
び
に
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
保
険
証
の
更
新
の
際
に
は
、

ご
家
族
（
高
校
生
以
下
の
方
を

除
く
）
に
係
る
次
の
い
ず
れ
か

の
書
類
を
お
持
ち
下
さ
い
。

○
確
定
申
告
書
の
写
し

○
給
与
所
得
源
泉
徴
収
票
の
写

し
（
給
与
所
得
及
び
年
金
受

給
者
の
方
は
、
給
与
所
得
源

泉
徴
収
票
及
び
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
の
写
し
）

○
勤
務
先
の
賃
金
支
払
（
見

込
）
証
明
書

○
組
合
員
の
所
得
控
除
（「
配

偶
者
控
除
」「
扶
養
控
除
」）

を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
当

該
組
合
員
の
確
定
申
告
書
の

写
し

○
民
生
委
員
に
よ
る
確
認
書

（
組
合
員
の
申
立
事
項
に
対

す
る
事
実
確
認
）

○
在
学
証
明
書
、
又
は
学
生
証

の
写
し
（
来
春
大
学
等
に
入

学
さ
れ
る
場
合
は
入
学
後
に

在
学
証
明
書
を
提
出
し
て
下

さ
い
。）

○
施
設
等
の
在
所
証
明
書

※
年
間
収
入
（
給
与
や
年
金

等
）
が
百
三
〇
万
円
（
六
〇

歳
以
上
は
百
八
〇
万
円
）
以

上
あ
る
（
又
は
見
込
ま
れ

る
）
場
合
は
、
扶
養
認
定
が

で
き
ま
せ
ん
。

※
証
明
書
記
載
内
容
等
に
よ
っ

て
は
加
入
要
件
に
該
当
し
な

い
た
め
、
扶
養
認
定
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
訂
正
の
お
詫
び
】

平
成
三
〇
年
一
〇
月
号
第
二

面
に
記
載
し
ま
し
た
「
保
険
証

更
新
に
お
け
る
大
切
な
お
知
ら

せ
」
記
事
の
中
で
次
の
通
り
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

（
誤
）
◆
保
険
証
の
更
新
の
際

に
は
家
族
被
保
険
者
（
高
校
生

以
下
）
に
係
る
次
の
い
ず
れ
か

の
書
類
を
お
持
ち
下
さ
い
。

（
正
）
◆
保
険
証
の
更
新
の
際

に
は
家
族
被
保
険
者
（
高
校
生

以
下
の
方
を
除
く
）
に
係
る
次

の
い
ず
れ
か
の
書
類
を
お
持
ち

下
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別

途
ご
案
内
予
定
の
案
内
書
に

て
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

【
組
合
指
定
温
泉
施
設
の
名
称

及
び
料
金
変
更
の
お
知
ら
せ
】

平
成
三
十
年
十
二
月
よ
り
、

「
天
然
い
さ
は
や
温
泉

和
ス

パ
」
の
店
名
が
、「
天
然
温
泉

＆
ホ
ッ
ト
ヨ
ガ

諫
早
も
と
の

湯
」に
改
称
さ
れ
る
と
共
に
、

大
人
（
中
学
生
以
上
）
の
規
定

料
金
が
七
〇
〇
円
か
ら
六
五
〇

円
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
利
用
者
負
担
額

が
四
〇
〇
円
か
ら
三
五
〇
円
と

な
り
ま
す
。

※
大
人
（
中
学
生
以
上
）
の
み

変
更
、
小
人
（
四
歳
以
上
）
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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２０１８年 の主 な出 来 事

皆様、元気いっぱい！！
プラチナ友の会

組合窓口は、これまで第2・
第4土曜日をお休みとしていま
したが、平成31年4月より全て
の土曜日をお休みとさせて頂き
ます。
それに伴い、平日㈪～㈮の
業務時間を20分延長して下記の
通り変更致します。
［※AM8：50～PM5：30］
ご理解の程、宜しくお願い致し
ます。

こ
こ
で
会
う
の
が
楽
し
み

十
一
月
十
五
日
㈭
午
後
六
時

か
ら
中
央
総
支
部
・
浦
上
総
支

部
合
同
で
毎
年
恒
例
に
な
っ
た

プ
ラ
チ
ナ
友
の
会
忘
年
会
を

「
サ
ン
プ
リ
エ
ー
ル
長
崎
」
で

開
催
し
ま
し
た
。

プ
ラ
チ
ナ
友
の
会
は
、
七
十

才
以
上
の
先
輩
組
合
員
さ
ん
を

対
象
に
、
年
に
一
度
顔
を
合
わ

せ
て
互
い
に
親
睦
を
深
め
る
事

を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
本
部
四
役
・
支
部
長
、

合
わ
せ
て
三
十
四
名
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
。

舩
津
執
行
委
員
長
の
挨
拶
の

後
、
恒
例
の
記
念
撮
影
を
行
い

テ
ー
ブ
ル
毎
に
自
己
紹
介
を
行

い
、
先
輩
皆
様
を
代
表
し
て
元

執
行
委
員
長
の
前
田
富
雄
先
輩

の
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
り
ま
し

た
。ほ

と
ん
ど
の
方
が
昨
年
に
引

き
続
き
参
加
し
て
頂
い
て
お
り

一
年
ぶ
り
に
会
っ
た
方
も
い
て

お
互
い
に
「
年
に
一
回
、
こ
こ

で
会
う
の
が
楽
し
み
」
と
再
会

を
確
か
め
合
っ
て
い
ま
し
た
。

和
や
か
で
楽
し
い
時
間
は
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い

「
来
年
も
ま
た
参
加
し
て
会
お

う
ね
」
と
、
名
残
惜
し
ん
で
盛

会
裏
の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
二
次
会
の
打
合
せ
を

し
て
い
た
方
も
い
て
、
元
気

い
っ
ぱ
い
の
先
輩
方
に
終
始
圧

倒
さ
れ
た
プ
ラ
チ
ナ
友
の
会
忘

年
会
で
し
た
。

旗開き

５日
１２日～２６日
１９日
２６日
２２日～２４日

建設長崎新春旗開き
各支部旗開き
中小建設業協会新春研修会・交流会
本部主婦会新年のつどい
各税務署交渉

応急木造仮設住宅協定式

１５日
１８日～１９日
１９日～３月１日
２７日

所得税申告受付
応急木造仮設住宅協定式
全建総連青協第５７回定期大会
各支部賃金活動者会議
長建国保第９６回組合会

総決起集会

１４日
２３日

消費税申告受付
長建国保保険証検認受付
建設業許可変更届受付（個人）
所得税一括申告
建設長崎３・２３総決起集会

ソフトボール大会

２２日支部対抗ソフトボール大会
長建国保就労調査開始
新入学お祝共済金支給

メーデー

１日
２０日～２１日
２７日
３０日

労働保険年度更新受付
第８９回メーデー
九地協青年部交流集会
本部青年部清掃活動
佐世保市役所要請行動

青年部大会

７日～８日
１４日～１５日
１８日～１９日
２６日

国保概算要求はがき要請
九地協企業交渉
全建総連全国主婦交流集会
増税反対街宣行動
青年部大会

定期大会

１１日
１５日
２０日
２１日～２２日
３０日

本部主婦会総会
建設長崎第７３回定期大会
（一社）中小建設業協会第６回総会
職長教育
長建国保組合会

原爆殉難者慰霊祭

８日
９日
２０日～９月１４日
２２日
２２日

原爆殉難者慰霊祭
浦上川万灯流し
各支部大会の開催
諫早市長要請
県央振興局要請

住宅デー

１５日～１７日
２８日

各支部住宅デー開催
全建総連青年技能競技大会
長建国保臨時組合会

大運動会

１０日
１７日～１９日
２１日
２７日～２８日
３０日
３０日

諫早プラチナ友の会
第５９回全建総連大会
組合員・家族慰安大運動会
総合住宅フェア
長崎県知事要請行動
本部主婦会日帰り研修会

長崎市長要請

７日
９日
１１日
１５日

長崎市長要請行動
県北地区労働安全大会
技能まつり
長崎プラチナ友の会

国保予算要求行動

９日
２８日

国保予算要求行動
各支部忘年会開催
規矩術講習会
仕事納め

お 知 ら せ

４月

８月

１２月

３月

７月

１１月

２月

６月

１０月

１月

５月

９月
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